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平
野
郷
含
翠
堂
の
奮
址
を
視
る

大
正
十
二
年
十
二
月
九
H
松
山
會
長
、
稲
束
名
養
會
員
、
堂
友

鎌
田
春
雄
、
今
西
茂
喜
、
岡
田
空
碩
、
野
口
幸
雄
、
中
川
幸
一
1

1

、

井
上
正
美
、
小
沼
最
平
の
一
行
府
下
東
成
郡
平
野
郷
町
に
含
翠

堂
の
背
址
を
訪
ふ
嘗
主
士
橋
知
之
進
氏
慇
懃
に
一
行
を
迎
へ
含

翠
堂
創
立
以
水
の
事
績
に
就
て
悉
さ
に
語
る
さ
こ
ろ
あ
り
尚
ほ

堂
の
遺
物
藪
百
貼
を
出
し
て
随
意
観
覧
せ
し
め
ら
る
抑
々
含
翠

堂
は
営
主
知
之
進
氏
十
世
の
祗
七
橋
誠
齋
（
立
虹
匹
琴
嗜
）
先
生

が
育
英
の
志
セ
起
し
て
享
保
二
年
に
創
立
せ
ら
れ
其
の
師
京
師

の
人
河
濶
菅
雄
先
生
、
同
門
の
先
輩
ー
ニ
翰
執
齋
先
生
、
其
他
伊

藤
東
涯
、
一
1

一
宅
萬
年
、
五
井
持
軒
、
等
の
碩
學
諸
先
生
を
招
聘

し
て
講
筵
を
開
か
れ
た
る
を
以
て
昂
徒
遠
近
よ
b
雲
集
し
地
方

文
化
の
中
心
た
る
か
の
観
を
呈
せ
b
初
老
松
堂
と
名
け
し
を
石

庵
先
生
の
意
見
に
従
ひ
含
翠
堂
ご
改
め
し
ざ
云
ふ
0

爾
末
其
の

後
裔
敬
直
、
重
榮
、
重
賢
、
直
温
、
保
固
等
の
諸
氏
相
椴
で
管

理
し
大
阪
の
悛
梅
堂
ご
は
終
始
闊
係
淡
か
ら
す
石
症
先
生
以
後

竹
山
、
履
軒
、
碩
果
、
蕉
園
、
並
河
寒
泉
等
の
諸
先
生
も
水
講

せ
ら
れ
た
り
し
が
學
制
の
改
革
さ
共
に
明
治
五
年
可
惜
殷
絶
に

蹄
し
た
り
と
、
遺
物
に
は
伊
藤
東
涯
先
生
の
含
翠
堂
記
漢
文
登

巻
、
三
輪
執
齊
先
生
、
含
翠
堂
記
和
を
宣
巻
、
土
橋
節
齋
先
生
の
含

翠
堂
記
和
文
登
巻
、
河
瀬
菅
雄
先
生
の
歌
集
、
±
橋
誠
齋
先
生
の

歌
集
、
伊
藤
重
行
、
三
宅
観
瀾
、
五
井
持
軒
よ
中
井
梵
奄
、
三
宅
春

棲
、
五
井
蘭
洲
、
中
井
竹
山
、
中
井
履
軒
、
並
河
寒
泉
等
諸
先
生
の

書
書
及
書
翰
其
他
数
多
あ
り
士
橋
誠
彊
先
生
の
遺
著
に
は
耕
閑

集
、
機
案
記
等
ぁ
b
士
橋
節
婚
先
生
の
遺
著
に
は
大
學
私
議
論

±
道
、
遷
墓
記
、
喩
俗
但
言
、
節
壱
随
筆
等
を
見
た
b
其
他
寓

本
に
て
珍
重
す
べ
｀
き
も
の
種
々
あ
り
た
れ
ぐ

:6之
セ
界
す
。

含
翠
堂
は
数
育
事
業
の
外
に
賑
窮
事
業
に
も
大
に
力
を
盤
し
た

り
誠
棗
先
生
曾
て
備
荒
貯
蓄
の
要
を
論
じ
享
保
四
年
＋
月
同
志

ざ
謀
り
て
隣
金
を
玲
し
之
を
賑
窮
料
ビ
名
づ
け
更
に
有
志
の
人

々
よ
り
寄
附
を
募
り
壻
殖
に
勉
め
享
保
十
七
年
蛉
夫
の
時
よ
り

爾
後
幾
回
か
の
饒
饉
の
際
窮
民
を
救
助
し
祉
會
事
業
に
貢
献
し

た
る
こ
と
多
し
と
云
ふ
0

夕
五
時
晩
餐
の
饗
を
享
け
嘗
主
の
案

内
に
て
含
翠
堂
講
堂
の
奮
址
を
視
厚
遇
セ
謝
し
て
蹄
途
に
就
き

た
り
0

因
に
云
ふ
合
翠
堂
の
創
立
者
誠
彊
士
橋
七
郎
兵
衛
友
直

先
生
は
数
育
こ
祉
會
事
業
の
功
努
を
勒
せ
ら
れ
大
正
十
三
年
ニ

月
十
一
日
従
五
位
を
贈
ら
れ
た

b
o

小
王
十
二

沼

最

平


